
学校番号 3005 

令和３年度 工業科（電気系） 

 

教科 工業(電気) 科目 
電子制御実習 

（応用） 
単位数 ６単位 年次 ２年次 

使用教科書 電気実習Ⅱ（本校編集） 

副教材等  

1 担当者からのメッセージ（学習方法等） 

 応用実習では、様々な分野にわたる実習をおこないます。座学で学んだ知識が、実際に成り立っ

ているかどうかを、実習を通して確認していきます。毎回おこなう項目について、予習をおこない、 

理論通りに実際の現象が現れているか、注意深く観察することが大切です。また、実習中では見え

てこない事柄を、データを整理していくことにより明確になっていく過程を学ぶことが出来ます。 

実習を繰り返すうちに、物事の見方、分析能力が培われていき、将来の電気技術者として仕事をし

ていく上で必要な能力が養われていきます。しっかり取り組んでいきましょう。 

 

2 学習の到達目標 

・電気実習に関する基礎的な知識と技術を習得するなかで、電気技術への関心や学ぶ意欲をもち、

 自ら調べて学ぶ習慣を身に付ける。 

・測定機器等の構造や諸特性、取扱方法等に対する理解・認識を深める。 

・電気技術者として、電気理論、応用技術に関する知識と技術を習得させ、広い視野に立って物事 

 を科学的に判断できる能力と態度を育てる。 

 

3 学習評価(評価規準と評価方法) 

観

点 
a.関心・意欲・態度 b.思考・判断・表現 c.技能 d.知識・理解 

観
点
の
趣
旨 

目的、原理、装置、器

具、及び配線方法 

を予備知識として理

解し、実習内容に相応

しい服装、及び体調で

実習に臨むことが出

来る。また、実習には

積極的に主体性をも

って取り組める。 

 適切な役割分担の

下で、装置・器具の選

択、配置、及び回路配

線等ができる。 

また、適切な表現で様

式が整った報告書を

期日内に提出出来る。 

 測定装置・器具を

適切な方法で使用

し、精度の高い加

工・測定並びに正確

な計算結果を求める

ことが出来る。 

 担当者の説明内容

を理解し、電気基礎

の知識を基にして作

業を遂行考察するこ

とが出来る、 

また、理解した内容

を報告書としてまと

めることが出来る。  

評
価
方
法 

実習状況の観察。 

報告書の内容。 

実習状況の観察。 

報告書の内容。 

実習状況の観察。 

報告書の内容。 

実習状況の観察。 

報告書の内容。 

上に示す観点に基づいて、学習のまとまりごとに評価し、学年末に５段階の評定にまとめます。 

学習内容に応じて、それぞれの観点を適切に配分し、評価します。 

 

 



4 学習の活動 

学 

期 

単
元
名 

学習内容 

主な評価の観点 

単元（題材）の評価規準 評価方法 
a b c d 

パ
ー
ト
１ 

応
用
実
習 

      

（
メ
ー
ク
接
点
・
ブ
レ
ー
ク
接
点
と
ラ
ン
プ

制
御
） 

 

○交流ブリッジによる 

 ＬＣＲの測定 

○ ○ ○ ○ a:交流ブリッジの原理に関

心を持ち、意欲的に取り組む

態度を身につけている。 

b: 実験手順を理解し的確な

作業をする。実験結果を的確

にまとめることが出来る。 

c: 測定方法や計器の読み方

や機器の取り扱い方が確実

にできる。 

d: 各測定結果の考察ができ

る。実験結果から理論の検証

ができる。 

実習状況

の観察。 

報告書の
内容。 

パ
ー
ト
２ 

 

応
用
実
習 

 

○ＣＲ回路の電圧と位相の 

 関係 

○ ○ ○ ○ 
 

a: ＣＲ回路の特性に関心を

持ち、意欲的に取り組む態度

を身につけている。 

b: 実験手順を理解し的確な

作業をする。実験結果を的確

にまとめることが出来る。 

c: 測定方法や計器の読み方

や機器の取り扱い方が確実

にできる。 

d: 各測定結果の考察ができ

る。実験結果から理論の検証

ができる。 

実習状況

の観察。 

報告書の
内容。 

パ
ー
ト
３ 

 

応
用
実
習 

  

 

○ＲＬＣ直列共振回路の 

特性試験  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ ○ ○ ○ a: ＲＬＣ直列共振回路の 

特性に関心を持ち、意欲的に

取り組む態度を身につけて

いる。 

b: 実験手順を理解し的確な

作業をする。実験結果を的確

にまとめることが出来る。 

c: 測定方法や計器の読み方

や機器の取り扱い方が確実

にできる。 

d: 各測定結果の考察ができ

る。実験結果から理論の検証

ができる。 

実習状況

の観察。 

報告書の
内容。 

 

 

 

 

 



学 

期 

単
元
名 

学習内容 

主な評価の観点 

単元（題材）の評価規準 評価方法 
a b c d 

パ
ー
ト
４ 

３
学
期 

 

応
用
実
習 

○デジタルＩＣによる 

 基本論理回路Ⅰ 

○ ○ ○ ○ a: デジタルＩＣによる基本

論理回路に関心を持ち、意欲

的に取り組む態度を身につ

けている。 

b: 実験手順を理解し的確な

作業をする。実験結果を的確

にまとめることが出来る。 

c: 測定方法や計器の読み方

や機器の取り扱い方が確実

にできる。 

d: 各測定結果の考察ができ

る。実験結果から理論の検証

ができる。 

実習状況

の観察。 

報告書の
内容。 

パ
ー
ト
５ 

 応
用
実
習 

○デジタルＩＣによる 

 基本論理回路Ⅱ 

○ ○ ○ ○ a: デジタルＩＣによる基本

論理回路に関心を持ち、意欲

的に取り組む態度を身につ

けている。 

b: 実験手順を理解し的確な

作業をする。実験結果を的確

にまとめることが出来る。 

c: 測定方法や計器の読み方

や機器の取り扱い方が確実

にできる。 

d: 各測定結果の考察ができ

る。実験結果から理論の検証

ができる。 

実習状況

の観察。 

報告書の

内容。 

 

 

※ 表中の観点について a:関心・意欲・態度   b:思考・判断・表現 

c:技能         d:知識・理解 

 

 ※ 年間指導計画（例）作成上の留意点 

  ・原則として一つの単元（題材）で全ての観点について評価することとなるが、学習内容（小

単元）の各項目において特に重点的に評価を行う観点（もしくは重み付けを行う観点）につ

いて○を付けている。 

 


